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林
芙
美
子
蔵
釋
芝
峰
七
言
絶
句
に
つ
い
て

久

保

卓

哉

林
芙
美
子
が
中
国
の
僧
、
釋
芝
峰
か
ら
贈
ら
れ
た
七
言
絶
句
の
詩
は
、
現
在
で
は
新
宿
歴
史
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
草
書
体
の

筆
跡
が
難
解
で
あ
る
た
め
詩
の
解
釈
も
ま
ま
な
ら
ず
、
全
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
、
あ

わ
せ
て
林
芙
美
子
と
釋
芝
峰
の
関
係
が
、
内
山
書
店
と
魯
迅
に
も
及
ぶ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］

魯
迅

内
山
書
店

林
芙
美
子

釋
芝
峰

宇
治
川

嵐
翠

七
言
絶
句
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釋
芝
峰
七
言
絶
句

現
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵

『
新
宿
歴
史
博
物
館
所
蔵
資
料
目
録
２

林
芙
美
子
資
料
目
録

２
０
０
４
』
（
平
成
十
六
年
三
月
発
行
）
に
は
、
Ｄ
美
術
品

Ｄ31

掛
軸
「
宇
治
川
」
七
言
絶
句

釋
芝
峰

480
×

230

額:1270
×

と
記
さ
れ
て
い
る
。

250
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は
じ
め
に

林
芙
美
子
が
釋
芝
峰
か
ら
贈
ら
れ
た
七
言
絶
句
は
、
掛
物
に
表
装
さ
れ
て

新
宿
歴
史
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
幅
と
出
会
っ
た
そ
も
そ
も
の

き
っ
か
け
は
林
福
江
氏
に
あ
り
、
ま
た
周
国
偉
氏
に
あ
っ
た
。

『
魯
迅
与
日
本
友
人
』
（
周
国
偉
著
、
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年

刊
）
の
「
魯
迅
と
林
芙
美
子
」
の
章
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
魯
迅

が
林
芙
美
子
に
贈
っ
た
銭
起
の
歸
雁
詩
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
た

人
が
い
な
い
し
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
の
『
魯
迅
詩
稿
』
に
も
輯
録
さ
れ

て
い
な
い
。
一
九
三
七
年
に
改
造
社
が
出
し
た
『
大
魯
迅
全
集
』
の
口
絵
に

登
場
し
た
の
が
最
初
で
、
そ
の
後
の
行
方
が
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
家
族

が
保
管
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本
の
研
究
者
は
そ
の
所
在
を
確

か
め
て
貴
重
な
遺
産
を
守
っ
て
ほ
し
い
、
と
。

触
発
さ
れ
た
私
は
東
京
の
林
芙
美
子
記
念
館
に
行
け
ば
手
が
か
り
が
得
ら

れ
る
と
考
え
二
〇
〇
七
年
六
月
十
八
日
に
記
念
館
を
訪
ね
た
。
そ
の
時
に
奇

し
く
も
林
芙
美
子
の
姪
に
あ
た
る
林
福
江
氏
と
お
会
い
し
、
来
館
の
目
的
で

あ
る
魯
迅
の
書
の
行
方
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
言
下
に
、
い
ま
は
新
宿
歴
史
博

物
館
に
あ
り
ま
す
、
と
お
っ
し
ゃ
る
。
探
し
あ
ぐ
ね
た
上
で
の
情
報
で
あ
っ

た
ゆ
え
聞
い
た
時
は
閃
光
と
雷
鳴
に
打
た
れ
た
よ
う
に
衝
撃
が
走
っ
た
。
私

は
小
躍
り
し
た
が
、
ご
本
人
は
さ
ら
り
と
お
っ
し
ゃ
る
。
林
家
に
あ
る
の
は

当
然
で
大
騒
ぎ
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
平
然
と
し
て
お
ら
れ

た
。
魯
迅
の
書
は
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
て
以
来
、
ず
っ
と
林
芙
美
子
に
よ
っ

て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

日
を
改
め
て
七
月
二
十
二
日
に
新
宿
歴
史
博
物
館
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
新

宿
歴
史
博
物
館
に
は
魯
迅
の
書
の
他
に
、
林
芙
美
子
資
料
と
し
て
周
作
人
の

偈
頌
の
書
幅
と
釋
芝
峰
の
書
幅
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
林
芙
美
子
が
周
作
人

と
釋
芝
峰
か
ら
贈
ら
れ
も
の
で
、
研
究
員
の
金
森
祐
子
氏
に
よ
る
と
釋
芝
峰

の
詩
は
ま
だ
解
読
さ
れ
て
い
な
い
が
、
厚
紙
の
外
箱
に
「
釈
芝
峰

宇
治
川

七
言
絶
句

林
蔵
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
詩
は
宇
治
川
を

詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
い
ま
だ
解
読
さ
れ
て
い
な
い
釋
芝
峰
の
七
言
絶
句
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

釋
芝
峰
の
七
言
絶
句

【
訓
】

川
流
長
奏
無
生
曲

川

流

長

に
奏
す

無
生
の
曲

せ
ん
り
ゆ
う
と
こ
し
え

む
し
よ
う

嵐
翠
未
遮
法
界
升

嵐
翠
未
だ

遮

ら
ず

法
界
に
升
る
を

ら
ん
す
い
い
ま

さ
え
ぎ

ほ
つ
か
い

の
ぼ

我
盡
虛
空
真
面
目

我
は
盡
す

虛
空
の
真
面
目

つ
く

こ
く
う

し
ん
め
ん
も
く

明
霞
倒
繫
露
層
層

明
霞

倒

に
繫
か
り
て

露
層
層

め
い

か

さ
か
し
ま

か

つ
ゆ
そ
う
そ
う

林
芙
美
子
女
士
雅
属

林
芙
美
子
女
士
の
雅
属
に
よ
り
て

が
し
よ
く

中
華
沙
門
芝
峯
録
近
句

中
華
の
沙
門

芝
峯

近
句
を
録
す

し
や
も
ん

し
ほ
う
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【
落
款
印
】

沙
門
芝
峰

【
平
仄
】

○
○
○
●
○
○
●

句
末
字
「
曲
」
―

入
声
「
沃
」
韻

○
●
●
○
●
●
○

句
末
字
「
升
」
―

下
平
声
「
蒸
」
韻

●
●
○
○
○
●
●

句
末
字
「
目
」
―

入
声
「
屋
」
韻

○
○
●
●
●
○
○

句
末
字
「
層
」
―

下
平
声
「
蒸
」
韻

「
二
四
不
同
」
「
二
六
対
」
の
原
則
に
従
っ
て
い
る

「
孤
平
」
「
下
三
平
」
の
病
を
避
け
て
い
る

「
対
」
「
粘
」
の
原
則
に
従
っ
て
い
る

【
訳
】

宇
治
川
は
流
れ
に
流
れ
て

不
生
不
滅
の
曲
を
奏
で

緑
し
た
た
る
山
は

法
界
に
昇
る
我
が
身
を
さ
え
ぎ
ら
ず
に
迎
え
て
く
れ
る

虚
空
の
上
か
ら

こ
の
世
の
真
面
目
を
見
渡
す
と

し
ん
め
ん
も
く

幾
重
に
も
降
り
た
露
に
朝
焼
雲
が
映
り

あ
た
か
も
地
上
に
さ
か
さ
ま
に
吊

り
下
げ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る

【
語
注
】

無
生

天
地
万
物
は
不
生
不
滅
で
あ
る
こ
と
。
仏
教
語
。

嵐
翠

み
ど
り
色
の
山
気
。
み
ど
り
い
ろ
の
山
に
立
つ
霧
。

法
界

因
果
律
に
支
配
さ
れ
る
宇
宙
。
仏
門
、
仏
教
信
者
の
社
会
。

虚
空

何
も
な
い
空
間
。
大
空
。
物
の
実
体
か
ら
離
れ
た
境
地
。

真
面
目

本
来
の
価
値
。
そ
の
物
の
本
来
の
姿
。

倒
繋

「
倒
懸
」
に
同
じ
。
さ
か
さ
ま
に
か
か
る
。
逆
さ
に
つ
る
す
。

明
霞

朝
方
山
に
帯
状
に
か
か
っ
て
雲
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
。
朝
焼
け
の

か
す
み
。

層
層

幾
重
に
も
重
な
る
さ
ま
。

【
難
解
文
字
の
判
読
】

釋
芝
峰
の
書
は
流
麗
で
あ
る
が
ゆ
え
に
判
読
が
難
し
く
、
文
字
の
特
定
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
字
形
で
判
断
で
き
な
い
文
字
は
、
前
後

の
意
味
と
韻
律
の
原
則
か
ら
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
文
字
の
特
定

に
至
っ
た
経
緯
は
次
の
通
り
。

起
句
四
字
め
は
「
直
」
に
見
え
る
が
、
直
で
は
な
く
「
奏
」
。
下
の
「
無

生
曲
」
と
意
味
の
上
で
も
整
合
す
る
。

承
句
七
字
め
は
「
身
」
に
見
え
る
が
、
身
で
は
な
く
「
升
」
。
「
身
」
の
韻

目
は
上
平
声
十
一
「
真
」
で
あ
り
、
結
句
七
字
め
の
「
層
」
の
韻
目
で
あ
る

下
平
声
十
「
蒸
」
と
、
句
末
の
押
韻
が
成
立
し
な
い
。
「
升
」
で
あ
れ
ば

「
升
」
の
韻
目
は
下
平
声
十
「
蒸
」
で
あ
り
、
結
句
の
「
層
」
と
押
韻
が
成

立
す
る
。

結
句
四
字
め
は
「
懸
」
に
見
え
、
且
つ
「
倒
懸
」
と
熟
し
た
語
は
一
般
的

で
あ
る
が
、
漢
詩
に
は
「
二
四
不
同
」
、
二
字
め
と
四
字
め
の
平
仄
は
同
じ

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
が
あ
り
、
「
懸
」
で
あ
れ
ば
「
懸
」
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の
韻
目
は
下
平
声
一
「
先
」
で
、
平
仄
で
は
平
声
、
二
字
め
の
「
霞
」
の
韻

目
は
下
平
声
六
「
麻
」
で
、
平
仄
で
は
平
声
で
、
ど
ち
ら
も
平
声
に
な
り
原

則
を
犯
す
。
更
に
漢
詩
に
は
「
孤
平
」
は
最
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
原
則
が
あ
り
、
四
字
め
の
「
懸
」
（
平
声
）
は
そ
の
前
の
字
「
倒
」
（
仄

声
）
と
そ
の
後
の
字
「
露
」
（
仄
声
）
に
は
さ
ま
れ
て
、
「
孤
平
」
の
禁
を
犯

す
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
「
懸
」
で
は
な
い
。
こ
の
四
字
め
は
「
繋
」
に
も

見
え
、
「
繋
」
で
あ
れ
ば
韻
目
は
去
声
十
二
「
霽
」
で
、
平
仄
で
は
仄
声
で

あ
り
、
「
二
四
不
同
」
の
原
則
に
か
な
い
、
且
つ
「
孤
平
」
を
避
け
る
原
則

を
満
た
す
。
従
っ
て
「
繋
」
で
あ
る
。

【
鑑
賞
】

「
川
流
長
奏
」
の
「
長
」
に
は
、
ず
っ
と
向
こ
う
ま
で
流
れ
る
宇
治
川
の

実
景
が
あ
る
。
と
同
時
に
永
遠
の
時
間
を
も
表
す
。
下
三
句
の
「
無
生
曲
」

の
「
無
生
」
と
は
不
生
不
滅
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
遙
か
昔
の
過
去

か
ら
永
遠
の
未
来
に
向
け
て
、
と
こ
し
な
え
に
流
水
の
音
が
続
い
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

起
句
と
承
句
は
対
句
を
な
し
て
い
る
。
起
句
の
、
滔
々
と
流
れ
る
川
の
瀬

音
と
、
承
句
の
、

翠

滴
る
山
の
青
さ
の
対
照
は
美
し
い
。
本
来
「
山
」
と

み
ど
り

「
川
」
は
自
然
界
の
代
表
的
景
観
だ
が
、
「
山
」
は
立
体
的
で
あ
り
、
「
川
」

は
平
面
的
で
あ
る
。
こ
の
二
物
を
対
照
的
に
用
い
て
、
風
景
全
般
を
描
き
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
川
の
流
れ
」
を
音
と
し
て
捉
え
、
「
山
の
み
ど
り
」
を

色
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
聴
覚
と
視
覚
と
を
対
照
し
、
且
つ
、
両
句
共
、
下

三
句
に
「
無
生
曲
」
と
「
法
界
升
」
の
仏
教
語
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
「
未

遮
法
界
升
」
と
は
、
「
法
界
」
（
山
）
に
昇
る
我
が
身
を
さ
え
ぎ
ら
な
い
こ
と

を
い
う
。
無
生
の
曲
を
聴
い
て
い
る
と
、
法
界
の
天
上
に
、
昇
っ
て
行
く
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。

転
句
と
結
句
は
、
山
の
上
か
ら
下
界
を
眺
め
渡
し
た
光
景
。
「
虛
空
」
は
仏

教
語
で
あ
る
が
、
ま
た
大

空
の
こ
と
で
も
あ
る
。
山
の
高
所
か
ら
大
地
を

お
お
ぞ
ら

見
る
の
は
飛
行
機
の
上
か
ら
下
界
を
眺
め
る
か
の
如
く
、
地
上
の
世
界
の

「
真
面
目
」
が
残
す
と
こ
ろ
な
く
見
渡
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
時
刻
的
に
朝
の

美
し
い
地
上
の
情
景
を
詠
ん
だ
の
が
結
句
で
あ
る
。

「
明
霞
」
は
赤
く
染
ま
っ
た
朝
焼
雲
。
「
層
層
」
は
、
大
地
の
上
の
森
羅

萬
象
が
高
低
さ
ま
ざ
ま
に
層
を
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
残
す
と
こ
ろ
な
く
露
が

降
り
て
い
る
さ
ま
。
「
露
層
層
」
は
、
地
面
に
も
露
、
低
木
に
も
露
、
高
木

に
も
露
が
あ
る
。
萬
物
に
露
が
降
り
て
い
る
。
そ
の
露
は
朝
日
を
受
け
て
反

射
し
て
い
る
。
し
と
ど
に
置
く
露
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
景
観
は
、
恰
も

天
空
の
明
霞
を
、
さ
か
さ
ま
に
地
上
に
吊
り
下
げ
た
よ
う
に
見
え
る
。
天
空

の
現
象
の
「
明
霞
」
と
地
上
の
現
象
の
「
露
層
層
」
と
が
対
比
し
て
歌
わ
れ

て
い
る
。

「
倒
繋
」
は
、
江
戸
初
期
の
石
川
丈
山
の
有
名
な
詩
「
富
士
山
」
に
、

仙
客
来
遊
雲
外
巓

仙
客
来
た
り
遊
ぶ

雲
外
の
巓

神
龍
棲
老
洞
中
淵

神
龍
棲
み
老
ゆ

洞
中
の
淵

雪
如
紈
素
煙
如
柄

雪
は
紈
素
の
如
く

煙
は
柄
の
如
し

白
扇
倒
懸
東
海
天

白
扇
倒
（
さ
か
し
ま
）
に
懸
か
る

東
海

の
天

と
あ
る
「
倒
懸
」
と
同
類
の
発
想
で
、
石
川
丈
山
は
大
空
に
聳
え
る
富
士
山

を
、
白
扇
を
さ
か
さ
ま
に
し
た
形
に
見
た
て
て
う
た
い
、
釋
芝
峰
は
、
天
空

の
明
霞
を
、
地
上
に
さ
か
さ
ま
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
見
た
て
て
い
る
。
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宇
治
の
平
等
院
鳳
凰
堂
に
は
天
空
に
飛
ぶ
雲
中
供
養
菩
薩
像
五
十
二
躯
が

あ
る
。
釋
芝
峰
は
、
そ
れ
を
見
て
詩
想
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
嵐
翠

の
山
に
登
っ
た
彼
は
、
上
か
ら
見
た
自
然
の
美
し
さ
を
、
悟
り
の
世
界
を
述

べ
る
仏
教
語
を
用
い
て
う
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
多
分
に
仏
教
味
を

お
び
て
深
み
が
あ
る
が
、
実
は
自
然
の
美
を
う
た
っ
た
叙
景
詩
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

平
等
院
鳳
凰
堂
の
雲
中
供
養
菩
薩
像

平
等
院
鳳
凰
堂
の
雲
中
供
養
菩
薩
像
全
貌

平
等
院
発
行
の
『
平
等
院
鳳
翔
館
』
二
〇
〇
六
年
初
版
第
四
刷
の
解
説
に
、

「
雲
中
供
養
菩
薩
像
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
供
養
讃
歌
し
て
浄
土
の
虛
空
を

飛
翔
す
る
菩
薩
の
群
像
で
、
鳳
凰
堂
の
長
押
の
上
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐

像
を
取
り
囲
む
よ
う
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
。
五
十
二
躯
あ
り
、
楽
器
を
と

る
像
が
二
十
八
躯
と
過
半
数
を
占
め
、
舞
う
像
や
、
僧
形
の
像
も
あ
る
。
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当
初
は
彩
色
が
施
さ
れ
、
鳳
凰
堂
内
の
壮
麗
な
世
界
を
鮮
や
か
に
演
出
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
（
同
書
、
第
五
十
九
頁
。
写
真
も
同
書

に
よ
る
）

【
評
】

林
芙
美
子
は
偶
然
に
も
こ
の
詩
の
世
界
観
と
同
じ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
二
年
に
世
界
文
学
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
『
夢
一
夜
』
の
「
あ
と

が
き
」
に
い
う
。

ど
ん
な
人
間
に
も
、
一
つ
の
生
き
か
た
が
存
在
し
て
ゐ
る
は
ず
で
す
。

平
凡
な
生
き
か
た
、
波
瀾
の
あ
る
生
き
か
た
、
塵
芥
の
や
う
な
つ
ま

ら
な
い
生
き
か
た
、
だ
け
ど
、
空
の
上
の
神
様
の
や
う
な
広
々
と
し

た
眼
で
、
下
界
を
み
お
ろ
し
た
な
ら
ば
、
人
間
一
人
々
々
の
生
活
を
、

ど
れ
が
立
派
で
、
ど
れ
が
つ
ま
ら
な
い
と
は
云
ひ
き
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
す
べ
て
の
人
の
こ
ゝ
ろ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

「
思
ひ
」
が
あ
り
、
そ
の
「
思
ひ
」
の
み
は
、
再
び
め
ぐ
り
来
な
い

現
象
の
中
で
、
再
び
く
り
か
へ
す
こ
と
の
な
い
箇
々
の
生
活
生
涯
を
、

誰
も
彼
も
自
分
の
環
境
に
よ
つ
て
、
雄
々
し
く
生
き
つ
ゞ
け
て
ゐ
ま

す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
三

十
日
夜

下
落
合
に
て

林
芙
美
子

（
『
夢
一
夜
』
世
界
文
学
社
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
三
十
日
、

「
あ
と
が
き
」
）

林
芙
美
子
は
釋
芝
峰
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
の
七
言
絶
句
を
見
て
、
或
い
は
詩
の

意
味
を
芝
峰
か
ら
聞
い
て
、
さ
ぞ
か
し
「
ま
あ
・
・
・
」
と
感
嘆
し
絶
句
し

た
で
あ
ろ
う
。
自
分
が
ど
こ
か
で
考
え
た
こ
と
が
あ
る
世
界
観
が
う
た
い
込

ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
林
芙
美
子
が
終
生
こ
の
詩
を
大
事
に
し
て
い
た

の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二

釋
芝
峰
に
つ
い
て

釋
芝
峰
、
字
は
象
賢
、
俗
名
を
石
鳴
珂
と
い
い
、
浙
江
省
温
州
の
人
。
生

卒
年
は
、
一
九
〇
一
年
～
一
九
七
一
年
で
、
林
芙
美
子
が
一
九
〇
三
年
～
一

九
五
一
年
で
あ
る
か
ら
、
芙
美
子
よ
り
二
歳
年
上
で
あ
る
。

芝
峰
は
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
二
年
の
五
年
間
、
厦
門
の
南
普
陀
寺
に

あ
る
閩
南
仏
学
院
（
仏
教
の
高
等
教
育
機
関
）
で
学
僧
の
教
育
と
院
務
に
当

た
り
、
唯
識
を
講
じ
て
多
く
の
学
僧
を
育
て
た
。
一
九
三
四
年
、
厦
門
を
出

て
浙
江
省
寧
海
の
延
慶
寺
の
都

監
（
禅
林
の
六
知
事
の
一
。
監
寺
の
上
に

つ
う
か
ん

か
ん

す

あ
っ
て
一
切
の
寺
務
を
監
督
す
る
）
を
務
め
て
、
各
地
で
仏
教
を
講
じ
、
一

九
三
六
年
に
は
再
び
厦
門
に
戻
っ
て
閩
南
仏
学
院
の
院
長
と
な
っ
た
。
一
九

三
七
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
閩
南
仏
学
院
は
閉
院
さ
れ
、
芝
峰
は
上

海
の
静
安
寺
に
寄
居
し
て
著
述
に
励
み
、
一
九
四
三
年
に
は
鎮
江
、
焦
山
の

定
慧
寺
に
あ
る
焦
山
仏
学
院
に
招
か
れ
て
講
話
を
す
る
一
方
、
著
述
と
翻
訳

に
従
事
し
て
、
日
種
譲
山
（
日
本
）
の
『
禅
学
講
話
』
を
翻
訳
し
た
。
抗
日

戦
争
後
の
一
九
四
六
年
、
芝
峰
の
師
、
太
虚
大
師
が
焦
山
仏
学
院
に
中
国
仏

教
整
理
委
員
会
の
会
務
人
員
訓
練
班
を
設
立
し
て
芝
峰
を
主
任
に
命
じ
、
芝

峰
は
中
国
仏
教
の
復
興
を
図
る
こ
と
に
尽
力
し
て
、
中
国
仏
教
会
の
会
則
と

各
種
の
規
則
を
草
案
し
た
。

こ
れ
が
そ
の
略
歴
だ
が
、
芝
峰
は
生
涯
を
通
じ
て
仏
法
に
よ
く
通
じ
た
教

法
の
師
で
あ
っ
た
。
林
芙
美
子
に
贈
っ
た
詩
が
「
法
界
」
に
身
を
お
く
自
ら
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の
立
場
を
一
歩
た
り
と
も
踏
み
は
ず
し
て
い
な
い
の
と
、
ぴ
っ
た
り
と
符
合

す
る
。

釋
芝
峰
に
は
、
日
本
の
井
上
玄
真
述
『
唯
識
三
十
論
講
義
』
（
哲
学
館
大

学
、
一
九
〇
五
年
）
を
翻
訳
し
た
『
唯
識
三
十
論
講
話
』
（
井
上
玄
真
著
、

芝
峰
訳
、
武
昌
、
武
昌
仏
学
院
、
一
九
三
七
年
）
、
と
、
日
種
譲
山
著
『
禅

学
講
話
』
を
翻
訳
し
た
『
禅
学
講
話
』
（
日
種
譲
山
著
、
芝
峰
法
師
訳
、
台

北
市
、
文
津
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
の
訳
書
が
あ
り
、
日
本
語
に
精
通
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
日
本
と
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
李
守
静
が
中
国
仏
教
協
会
の
月

刊
誌
『
法
音
』
（
一
九
九
八
年
第
五
期
、
総
第
一
六
五
期
）
に
発
表
し
た

「
近
現
代
江
蘇
僧
教
育
概
観
」
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
間
に
、
日
本
の
友
松
園
諦
、
藤
井

草
萱
、
岸
文
貞
等
の
仏
教
学
者
が
焦
山
仏
学
院
に
来
て
仏
教
学
を
講

じ
た
。
学
院
側
か
ら
も
教
師
が
日
本
を
訪
問
し
、
学
僧
が
留
学
し
た
。

日
本
を
訪
問
し
た
教
師
に
、
芝
峰
、
東
初
、
圓
湛
が
お
り
、
学
僧
に

智
平
、
仏
宗
、
本
滄
、
夢
初
等
が
い
る
。
芝
峰
法
師
は
日
本
か
ら

『
禅
学
講
話
』
の
書
を
持
ち
帰
っ
て
学
僧
に
講
義
し
、
ま
た
中
国
語

に
翻
訳
し
て
焦
山
仏
学
院
の
『
中
流
』
誌
上
に
掲
載
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
芝
峰
は
焦
山
仏
学
院
の
代
表
と
し
て
日
本
を
訪
問
し
て
い
る
。

そ
れ
が
何
年
の
こ
と
な
の
か
を
記
載
し
て
い
な
い
が
、
日
本
の
仏
教
学
者
と

焦
山
仏
学
院
と
の
交
流
は
一
九
四
一
年
か
ら
で
、
芝
峰
が
鎮
江
の
焦
山
仏
学

院
に
移
っ
た
の
は
一
九
四
三
年
で
あ
る
か
ら
、
芝
峰
が
日
本
に
渡
っ
た
の
は

一
九
四
三
年
か
も
し
く
は
一
九
四
四
年
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
何
処
に
立
寄

り
、
誰
と
会
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
だ
が
、
唯
一
そ
の
事
実
を
伝

え
残
す
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
林
芙
美
子
所
蔵
の
こ
の
七
言
絶
句
だ
け
で

あ
る
。
詩
は
、
芝
峰
が
京
都
に
入
り
、
宇
治
平
等
院
を
訪
れ
、
宇
治
川
河
畔

に
立
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
林
芙
美
子
女
士
の
雅
属
に
よ
り

て
、
中
華
沙
門
芝
峯
、
近
句
を
録
す
」
と
あ
る
か
ら
、
芝
峰
は
何
処
か
で
林

芙
美
子
と
会
っ
て
い
る
。

三

林
芙
美
子
と
釋
芝
峰

林
芙
美
子
と
芝
峰
は
何
処
で
会
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
林
芙
美
子
の
年
譜
を

参
照
す
る
と
、

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
十
九
歳
。
十
月
、
報
道
班
員
と
し
て
、

南
方
に
派
遣
さ
れ
、
仏
印
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ル
ネ
オ

な
ど
に
八
ケ
月
滞
在
、
現
地
人
の
間
で
生
活
し
た
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
十
歳
。
五
月
、
南
方
の
従
軍
よ
り
帰

国
。
六
月
十
日
よ
り
十
八
日
、
湯
ケ
島
に
滞
在
。
七
月
二
十
八
日
よ

り
三
十
一
日
、
京
都
旅
行
。
（
『
林
芙
美
子
全
集
』
第
十
六
巻
、
「
年

譜
」
、
［
年
譜
作
成
］
今
川
英
子
、
文
泉
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
）

林
芙
美
子
は
仏
印
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
の
南
方
の

地
を
八
カ
月
間
回
っ
た
後
、
一
九
四
三
年
五
月
に
東
京
に
戻
っ
た
。
戻
っ
た

先
は
新
築
間
も
な
い
下
落
合
の
家
で
あ
る
。
そ
し
て
夏
の
七
月
二
十
八
日
よ

り
三
十
一
日
ま
で
京
都
に
旅
行
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
限
ら
れ
た
資
料
だ

け
で
軽
々
に
論
じ
て
は
な
ら
な
い
が
、
芝
峰
と
林
芙
美
子
の
接
点
を
求
め
る

フ
ォ
ー
カ
ス
は
こ
こ
に
合
う
。
二
人
は
、
一
九
四
三
年
七
月
二
十
八
日
よ
り

三
十
一
日
の
間
に
京
都
で
会
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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で
は
、
な
ぜ
二
人
は
会
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
芝
峰
と
林
芙
美
子

を
結
び
つ
け
る
も
の
は
何
か
。

そ
れ
は
魯
迅
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

魯
迅
と
内
山
完
造
と
の
親
交
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
林
芙
美

子
が
加
わ
り
、
弘
一
法
師
、
夏
丏
尊
が
加
わ
り
、
そ
し
て
芝
峰
法
師
が
関
係

す
る
。

四

林
芙
美
子
と
魯
迅

林
芙
美
子
は
一
九
三
〇
年
と
一
九
三
二
年
に
二
度
、
上
海
で
魯
迅
と
会
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
の
時
も
内
山
書
店
の
内
山
完
造
の
紹
介
で
、
魯
迅
は
「
日

記
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

【
一
九
三
〇
年
九
月
十
九
日
】
晩
、
内
山
、
隣
の
家
を
借
り
て
宴
席

を
設
け
、
林
芙
美
子
を
も
て
な
す
、
私
も
招
か
れ
る
、
同
席
者
約
十

人
。

【
一
九
三
二
年
六
月
十
二
日
】
日
曜
。
雨
。
午
前
、
林
芙
美
子
来
る
。

林
芙
美
子
も
、
魯
迅
の
死
（
一
九
三
六
年
十
月
十
九
日
）
の
翌
年
に
書
い
た

「
魯
迅
追
憶
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

魯
迅
氏
に
お
目
に
か
ゝ
つ
た
の
は
昭
和
五
年
の
秋
で
あ
る
。
内
山

完
造
氏
の
御
紹
介
で
上
海
に
着
い
た
私
の
爲
に
歡
迎
の
宴
が
張
ら
れ

た
時
、
あ
つ
ま
つ
て
下
す
つ
た
方
に
、
魯
迅
氏
、
郁
達
夫
氏
、
田
漢

氏
、
鄭
伯
奇
氏
、
白
薇
さ
ん
、
こ
ん
な
方
達
が
ゐ
ら
つ
し
て
ゐ
た
。

そ
の
會
が
果
て
る
頃
、
み
ん
な
の
方
が
詩
を
書
い
て
下
す
つ
た
が
、

魯
迅
氏
は
私
の
た
め
に
唐
詩
選
の
中
の
二
十
五
絃
と
云
ふ
詩
を
書
い

て
下
さ
り
、
「
阿
Ｑ
正
傳
」
と
云
ふ
本
を
虛
ら
れ
た
。
軈
て
私
が
阿
Ｑ

正
傳
に
溺
れ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
（
中
略
）

昭
和
七
年
の
六
月
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
の
歸
へ
り
、
船
が
上
海
に
寄

つ
た
時
、
私
は
魯
迅
氏
を
再
び
お
尋
づ
ね
し
た
。
子
供
さ
ん
や
若
い

奥
さ
ま
に
も
始
め
て
お
目
に
か
ゝ
つ
た
が
魯
迅
氏
は
上
海
事
件
の
後

の
せ
い
か
非
常
に
疲
れ
た
や
う
な
顔
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
私
が
巴
里

の
話
を
す
る
と
、
そ
れ
を
む
さ
ぼ
る
や
う
に
訊
い
て
ゐ
ら
れ
た
。
（
後

略
）

（
『
改
造
』
昭
和
十
二
年
四
月
号
、
一
八
六
頁
）

林
芙
美
子
が
い
う
「
唐
詩
選
の
中
の
二
十
五
絃
と
云
ふ
詩
」
と
は
、
銭
起
の

「
歸
雁
」
の
こ
と
で
、
魯
迅
の
こ
の
書
は
、
林
芙
美
子
に
よ
っ
て
大
事
に
保

管
さ
れ
、
芙
美
子
の
死
後
、
遺
族
に
よ
っ
て
新
宿
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。
左
が
そ
の
書
で
あ
る
。
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林
芙
美
子
蔵
魯
迅
墨
跡

現
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
（
撮
影
、
筆
者
）

こ
の
書
を
め
ぐ
っ
て
は
、
唐
詩
の
作
者
名
の
異
同
、
魯
迅
か
ら
贈
ら
れ
た
の

は
何
年
の
こ
と
か
、
用
紙
は
何
か
、
一
九
三
七
年
の
『
大
魯
迅
全
集
』
（
改

造
社
）
以
降
の
日
本
で
の
扱
い
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
な
ど
、
明
ら
か
に
す
べ

き
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
稿
を
改
め
て
発
表
す
る
。

五

魯
迅
、
内
山
完
造
と
弘
一
法
師
、
夏
丏
尊

内
山
完
造
と
魯
迅
と
が
、
共
に
弘
一
法
師
、
夏
丏
尊
と
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
内
山
完
造
の
著
『
花
甲
録
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
九
月
二
〇

日
第
一
刷
発
行
）
と
、
魯
迅
の
「
日
記
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

内
山
完
造
は
、
弘
一
法
師
が
福
州
の
鼓
山
湧
泉
寺
で
発
見
し
た
古
版
木
に

よ
っ
て
再
版
し
た
、
華
厳
経
論
疏
纂
要
四
十
八
卷
の
全
二
十
五
部
の
う
ち
十

五
部
の
書
を
、
上
海
の
内
山
書
店
か
ら
日
本
へ
送
っ
た
こ
と
を
記
し
（
『
花

甲
録
』
大
正
庚
申
九
年(1920

)

の
項
）
、
李
叔
同
即
ち
後
の
弘
一
法
師
が
浙

江
省
温
陵
の
晩
晴
山
房
で
遷
化
し
た
こ
と
、
そ
の
弘
一
法
師
を
紹
介
し
て
く

れ
た
の
は
夏
丏
尊
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
（
同
上
書
「
小
晩
餐
会
」
）
、
ま
た
、

書
店
の
経
営
に
成
功
す
る
と
と
も
に
多
く
の
知
己
友
人
が
日
本
と
中

国
の
間
に
出
来
た
。
し
か
も
そ
の
友
人
が
実
際
革
命
者
に
多
い
。
李

人
傑
、
白
兪
桓
は
何
れ
も
毒
刃
に
倒
れ
た
人
で
あ
る
。
後
に
は
瞿
秋

白
で
あ
る
。
柔
石
、
白
莽
も
同
じ
く
犠
牲
者
で
あ
る
。
朱
鐘
我
も
そ

う
だ
。
王
独
清
も
と
数
え
上
げ
る
と
多
い
が
、
今
と
く
に
挙
げ
な
け

れ
ば
な
ら
ん
人
は
中
国
の
初
代
の
社
会
主
義
者
中
の
李
大
釗
、
陳
独

秀
も
書
店
の
お
客
様
で
あ
っ
た
。
弘
一
法
師
も
夏
丏
尊
も
郁
達
夫
も

．
．
．
．

．
．
．

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
も
っ
と
も
私
が
親
し
く
し
た
人
は
今

中
国
五
億
六
千
万
人
の
聖
人
と
し
て
仰
が
れ
る
魯
迅
先
生
と
の
親
し

さ
で
あ
る
。
お
お
忘
れ
て
お
っ
た
。
異
彩
先
生
、
陳
羣
先
生
、
そ
し

て
魯
迅
先
生
に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
今
日
も
中
国
到
る

処
で
中
国
の
友
人
で
あ
る
と
か
、
中
国
人
の
老
朋
友
で
あ
る
と
か
、

言
う
て
知
己
が
あ
る
。

（
同
上
書
「
北
京
に
て
（
二
月
二
十
日
）
帰
国
代
表
訪
中
記
」
）

と
、
魯
迅
と
と
も
に
弘
一
法
師
、
夏
丏
尊
も
書
店
の
客
で
あ
っ
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
特
に
夏
丏
尊
は
、
内
山
完
造
の
妻
、
内
山
み
き
が
上
海
で
亡
く

な
っ
た
時
（
一
九
四
五
年
）
、
墓
に
「
内
山
書
店
創
立
者

内
山
美
喜
子
之

墓

以
書
肆
為
津
梁

期
文
化
之
交
互

生
為
中
華
友

歿
作
華
中
土

吁
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嗟
乎

如
此
夫
婦
」
と
の
碑
文
を
書
い
て
い
る
。

魯
迅
の
「
日
記
」
に
は
、
魯
迅
が
内
山
完
造
に
頼
ん
で
弘
一
法
師
の
書
を

手
に
入
れ
た
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
九
三
一
年
）
三
月
一
日
。
午
後
内
山
書
店
に
行
き
、
内
山
夫
人

に
曹
白
魚
の
油
漬
け
を
贈
り
、
内
山
君
か
ら
弘
一
上
人
の
書
を
譲
り

受
け
る
。

そ
し
て
夏
丏
尊
の
こ
と
は
魯
迅
の
日
記
に
、

（
一
九
二
六
年
）
八
月
三
十
日
。
夜
、
劉
大
白
、
夏
丏
尊
、
陳
望
道
、

章
雪
村
、
家
に
来
る
、
話
す
。

（
一
九
二
七
年
）
十
月
五
日
。
章
錫
琛
、
夏
丏
尊
、
趙
景
深
、
張
梓

生
来
訪
す
る
も
、
遇
え
ず
。

（
一
九
二
七
年
）
十
月
十
二
日
。
章
錫
琛
を
訪
ね
、
趙
景
深
、
夏
丏

尊
に
遇
う
。
内
山
書
店
に
行
き
本
を
六
冊
買
う
、
全
部
で
十
五
元
。

（
同
年
）
十
月
三
十
日
。
午
前
、
夏
丏
尊
か
ら
手
紙
が
届
く
。

（
同
年
）
十
一
月
六
日
。
午
前
、
夏
丏
尊
が
や
っ
て
来
て
、
華
興
楼

で
行
う
曁
南
大
学
の
「
同
級
会
」
で
の
講
演
と
昼
食
を
招
請
さ
れ
る
。

等
々
の
よ
う
に
登
場
す
る
（
他
例
省
略
）
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
内
山
書
店
と
魯
迅
と
が
、
弘
一
法
師
と
夏
丏
尊
た
ち

と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
も
そ
の
共
通
項
は
「
日
本
留

学
」
で
あ
っ
た
。
魯
迅
（
一
八
八
一
～
一
九
三
六
年
）
の
留
学
は
一
九
〇
二

年
三
月
で
、
弘
文
学
院
で
二
年
間
学
ん
だ
後
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
進
ん

だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
仙
台
を
一
九
〇
六
年
三
月
に
退
学
し
て
東

京
に
戻
り
、
一
九
〇
九
年
八
月
に
帰
国
す
る
ま
で
、
魯
迅
は
都
合
七
年
間
日

本
で
活
動
し
た
。
弘
一
法
師
（
本
名
、
李
叔
同
。
一
八
八
〇
～
一
九
四
二

年
）
は
、
一
九
〇
五
年
八
月
に
来
日
し
て
、
翌
年
九
月
上
野
美
術
専
門
学
校

に
入
学
し
、
美
術
、
音
楽
、
演
劇
な
ど
を
学
び
、
一
九
一
一
年
に
帰
国
し
て

い
る
。
夏
丏
尊
（
一
八
八
六
～
一
九
四
六
年
）
は
、
一
九
〇
五
年
に
来
日
し

て
魯
迅
と
同
じ
弘
文
学
院
で
学
ん
だ
後
、
東
京
高
等
興
業
学
校
に
入
学
し
、

一
九
〇
七
年
に
帰
国
し
て
い
る
。
弘
一
法
師
と
夏
丏
尊
が
日
本
に
留
学
し
た

時
、
東
京
に
は
魯
迅
が
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
後
の
一
九
二
六
年
に
上
海
で

創
業
さ
れ
た
開
明
書
店
で
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
夏
丏
尊
は
、
魯
迅
と
の
共

訳
で
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
を
出
版
し
て
い
る
（
一
九
二
七
年
、
開
明
書
店

刊
）
。

六

夏
丏
尊
と
釋
芝
峰

内
山
完
造
は
「
私
の
挨
拶
」
（
一
九
五
九
年
八
月
八
日
。
『
花
甲
録
』
収
）

の
中
で
、
妻
の
墓
に
刻
ま
れ
た
夏
丏
尊
の
碑
文
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は
か
つ

て
開
明
書
店
の
総
編
輯
で
あ
り
『
南
伝
大
蔵
経
』
翻
訳
主
任
で
あ
っ
た
、
今

は
已
に
故
人
と
な
っ
た
夏
丏
尊
先
生
が
書
い
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
っ

て
・
・
・
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
『
南
伝
大
蔵
経
』
と
は
、

高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六
～
一
九
四
五
年
）
が
監
修
し
た
パ
ー
リ
語
仏
典
の

日
本
語
訳
で
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
一
年
の
間
に
大
蔵
出
版
か
ら
全
六

十
五
巻
、
七
十
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
南
伝
大
蔵
経
』
を
更
に
夏
丏
尊

等
が
漢
語
に
訳
そ
う
と
し
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の
翻
訳
に
当
た
っ
た
の
が
、

夏
丏
尊
と
芝
峰
法
師
、
范
古
農
等
で
あ
っ
た
。
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七

再
び
林
芙
美
子
と
釋
芝
峰

以
上
の
こ
と
か
ら
林
芙
美
子
と
釋
芝
峰
は
内
山
完
造
を
介
し
て
接
点
を
持

つ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
内
山
書
店
を
媒
介
の
母

体
と
し
て
つ
な
が
る
魯
迅
と
弘
一
法
師
と
夏
丏
尊
が
い
た
の
で
あ
っ
た
。

釋
芝
峰
が
日
本
に
来
た
の
は
一
九
四
三
年
で
、
こ
の
年
の
夏
の
七
月
二
十

八
日
か
ら
三
十
一
日
の
間
に
、
林
芙
美
子
と
京
都
で
会
っ
た
可
能
性
が
あ
る

と
前
述
し
た
が
、
そ
れ
は
内
山
完
造
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
林
芙
美
子
が
釋

芝
峰
の
来
日
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
（
そ
の
手
段
は

手
紙
に
よ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
の
林
芙
美
子
宛

書
簡
の
中
に
内
山
完
造
か
ら
の
も
の
は
な
い
）

こ
の
時
釋
芝
峰
は
芙
美
子
の
求
め
に
応
じ
て
詩
を
作
っ
た
の
だ
が
、
詩
の

中
の
「
明
霞
」
は
朝
霞
の
こ
と
で
、
朝
霞
は
春
の
現
象
で
あ
る
。
芝
峰
は
春

の
宇
治
川
河
畔
に
立
ち
そ
の
景
観
の
美
し
さ
を
見
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
芝

峰
は
、
一
九
四
三
年
の
春
に
は
京
都
に
来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

内
山
完
造
を
中
心
と
す
る
交
流
図

魯

迅

林
芙
美
子

夏

丏

尊

弘
一
法
師

釋

芝

峰

内
山
完
造
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八

萬
福
寺
と
南
禅
寺

明
の
僧
隠
元
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
宇
治
の
萬
福
寺
は
、
江
戸
中
期
ま
で

代
々
中
国
僧
が
住
持
を
務
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
釋
芝
峰
が
萬
福
寺
に
滞

在
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
資
料
の
有
無
を
萬
福
寺
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
萬
福
寺
文
華
殿
の
黄
檗
文
化
研
究
所
か
ら
の
回
答
と
し
て
、
そ
の
記

録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
（
萬
福
寺
御
坊
前
田
氏
の
ご
尽

力
に
よ
る
）

ま
た
讀
賣
新
聞
昭
和
二
年
四
月
二
日
朝
刊
の
記
事
に
「
一
山
國
師
の
碑

支
那
僧
の
發
願
で
南
禅
寺
に
」
の
見
出
し
で
「
太
虚
法
師
ら
支
那
佛
教
界
代

表
者
の
發
願
に
よ
り
、
南
禅
寺
一
山
國
師
の
墓
所
へ
國
師
の
記
念
碑
を
建
立

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
す
で
に
當
局
の
許
可
も
得
、
碑
は
六
月
ま
で
に
竣

工
を
告
ぐ
る
豫
定
で
あ
る
。
碑
文
は
太
虚
法
師
の
撰
に
か
か
り
、
工
費
は
千

五
百
圓
。
別
に
國
師
の
語
録
及
び
傳
記
を
編
纂
す
る
筈
で
、
豫
算
約
四
千
圓

を
計
上
さ
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
釋
芝
峰
の
師
で
あ
る
太
虚
法
師
が
一
九

二
七
年
に
南
禅
寺
を
訪
れ
、
鎌
倉
時
代
に
中
国
か
ら
渡
来
し
て
南
禅
寺
で
病

没
し
た
一
山
国
師
の
記
念
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
太
虚
法
師
の
高
弟
で
あ
る
釋
芝
峰
が
師
の
跡
を
追
っ
て
南
禅
寺
を
訪

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
南
禅
寺
に
、
太
虚
法
師
撰
の
碑
文
の
有
無
と
釋
芝
峰

訪
問
の
記
録
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
南
禅
院
に
一
山
国
師
の
碑

と
頂
相
彫
刻
で
あ
る
一
山
一
寧
坐
像
（
重
要
文
化
財
）
は
あ
る
が
、
釋
芝
峰

の
足
跡
を
記
す
資
料
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
（
南
禅
寺
派
宗
務
本
所
法

務
部
長
直
山
明
徳
氏
の
ご
尽
力
に
よ
る
）

萬
福
寺
と
南
禅
寺
に
釋
芝
峰
の
足
跡
が
見
つ
か
ら
ず
、
当
時
の
新
聞
や
他

の
文
献
資
料
に
も
釋
芝
峰
の
記
録
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
却
っ
て
こ
の
釋

芝
峰
の
書
幅
の
価
値
を
高
め
る
。
唯
一
そ
の
足
跡
を
伝
え
残
す
の
は
、
林
芙

美
子
に
よ
っ
て
蔵
さ
れ
て
き
た
こ
の
七
言
絶
句
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

あ
と
が
き

釋
芝
峰
の
書
の
為
書
に
は
「
林
芙
美
子
女
士
の
雅
属
に
よ
り
て
、
中
華
沙

門
芝
峰
近
句
を
録
す
」
と
あ
る
か
ら
こ
の
詩
は
林
芙
美
子
の
求
め
に
応
じ
て

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
即
興
の
詩
で
あ
る
が
、
川
と
山
の
自
然
の

美
を
描
き
な
が
ら
、
構
想
は
空
間
的
宗
教
的
で
精
神
性
に
富
み
、
仏
徒
と
し

て
の
人
生
観
ま
で
織
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
詩
趣
は
玄
遠
な
ま
で
に
深
い
。

か
く
も
味
わ
い
深
い
詩
で
あ
る
こ
と
を
教
え
示
し
て
解
読
に
導
い
て
く
れ

た
の
は
師
の
古
田
敬
一
先
生
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
で
あ
っ
た
。
師
か
ら

は
十
通
に
及
ぶ
書
簡
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
つ
ど
文
字
の
特
定
と
詩
意
の

解
釈
と
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
た
。
第
一
章
の
【
訓
】
、
【
平
仄
】
、
【
訳
】
、

【
難
解
文
字
の
判
読
】
、
【
鑑
賞
】
は
ほ
ぼ
す
べ
て
師
の
教
え
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
「
古
の
学
ぶ
者
は
必
ず
師
有
り
。
師
は
道
を
伝
え
、
業
を
授
け
、
惑

い
を
解
く
所
以
な
り
」
と
い
う
韓
愈
の
こ
と
ば
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。

ま
た
狩
野
充
德
氏
（
広
島
大
学
教
授
）
か
ら
も
文
字
の
特
定
と
詩
語
の
解
釈

に
つ
い
て
明
確
な
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
加
う
る
に
筆
者
が
所
属
す
る
広
島

明
清
小
説
研
究
会
の
研
究
員
諸
氏
か
ら
も
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
林
芙
美
子
の
姪
に
あ
た
る
林
福
江
氏
か
ら
は
、
遺
品
で
あ
る
釋
芝
峰

の
書
に
つ
い
て
調
べ
る
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
、
新
宿
歴
史
博
物
館
の
金
森

祐
子
氏
か
ら
は
調
査
の
便
宜
と
研
究
の
動
機
と
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
上
述
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の
よ
う
に
萬
福
寺
の
前
田
氏
と
南
禅
寺
の
直
山
明
徳
氏
か
ら
は
懇
切
丁
寧
な

回
答
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
南
禅
寺
で
は
南
禅
院
一
角
に
あ
る
一
山
国
師
碑

の
写
真
撮
影
が
許
可
さ
れ
、
碑
は
一
基
で
は
な
く
二
基
あ
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
。
こ
の
二
基
の
碑
文
の
解
読
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。
か
よ
う
に
拙

論
は
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。

（
本
稿
は
、
福
山
大
学
社
会
連
携
研
究
推
進
事
業
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
）
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On a Calligraphy of Shi Zhi Feng's Chinese seven
character quatrain possessed by Fumiko Hayashi

KUBO Takuya

In this article I annotate a Chinese poem on " Uji-gawa 宇治川" by
Shi Zhi Feng 釋芝峰 which is not-yet-understood, belongs in the Shinjuku
Historical Museum 新宿歴史博物館 where possess many relics of
HAYASHI Fumiko 林芙美子, and also clarify the relationship between
HAYASHI Fumik and Shi Zhi Feng.

Keywords: Chinese seven character quatrain, Fumiko Hayashi, Lu Xun,
Kanzo Uchiyama, Shi Zhi Feng


